









「Transmission of information」の中で、n 個の区別しうる状態をもつ記憶装置は
logn の情報容量 C をもつと定義し、これで測られる量を情報（information）と呼ん






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































ば、BMI 技術を導入した 3 本目の腕を装着すれば、モノを「つかむ」「離す」など
の動作を脳内でイメージするだけで腕がその通りに動くようになる。
　将来、BMI のような技術が高度に発達すれば、脳の状態をデジタルデータに変
換し、コンピュータ処理を通じてクラウドに保存することが可能となる。これを
「マインドアップロード」という。マインドアップロードの技術で脳の活動をデー
タとして完全に再現してクラウドやロボットに移すようになれば、人間の意識は肉
体から切り離され、デジタル的な存在になる。これを実現するタイミングが2045年
だと予測されている（カーツワイル 2007：54）。このように、人間はテクノロジーと
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合体して、死の前に自我（自分の意識）をコピーして再起動すれば「永遠の命」を
手に入れることができると考えられる。
　一方、外部の情報や知識を脳波に変換し、脳内に入力する技術の開発も始まって
いる。このような技術を実現すれば、人間同士のコミュニケーションは、言葉を使
わずに脳波を媒介することが可能となる。脳波で意思疎通を行う世界では、人間関
係がどう変わるか、どのような社会になるかなど、想像もできないことがたくさん
ある。
⑸　情報化の限界
　脳波を調べる方法で人間の脳活動を考察することができる。また、そのデジタル
データを使って人間の脳活動を再現することもある程度可能である。しかし、この
ような方法で人間の意識のすべてを捉えることはできない。なぜなら、心は脳活動
との関連がありながらも異なる存在だからである。つまり、脳波を調べるだけでは
心の働きをすべて捉えることはあり得ない。このような方法では、高位意識へのア
プローチはある程度可能だが、深層意識（個人的無意識と集合的無意識）には限界が
あると考えられる。また、「九識論」から考えると、六識を情報化することは可能
だとしても、末那識、阿頼耶識、阿摩羅識に対する情報化はできないだろう。これ
は意識の情報化の限界であると考えられる。
7 ．終わりに（情報化の問題点）
　不確実性の高い現代社会では、私たちは何らかの行動を実施しようとする際に、
まず有用な情報や価値ある情報を入手し、その情報を活用して行動を組み立て、意
思決定を行う。このように、情報なしでは暮らせないほど、私たちは情報に深く依
存している。情報が求められているため、情報化が進展し、様々な情報が日々増
え、その量は膨大になっている。しかし、これによって私たちを取り囲む情報も繭
のようにますます厚くなってくる。その繭の中での生活に慣れすぎると、人と人の
接点や思いやりなど、本来持っていたはずの人間性が置き去りにされてしまう。ま
た、身体はリアルの現実世界に置かれているのに対し、意識は大半の時間をサイバ
ー世界で過ごしている。このような生き方は、モノへの関心も生身の感覚も弱ら
せ、現実世界の衰退につながる。つまり、過度な情報化は、人間のアナログ的な特
性を萎縮させ、冷たい情報有機体や感情のない機械のようなデジタル的な特性を拡
張するという問題を引き起こす。
　情報化は性善説の上に成り立っている。しかし、それによって築かれたすぐれた
情報インフラや様々な情報システムは、情報操作や独裁政治のツールとしても悪用
され得る。例えば、民主主義を掲げる社会であっても、フェイクニュース、ポスト
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真実、選挙誘導などのことが途絶えない。このような質の悪い情報の拡散は人々の
不満や対立を掻き立てる。もし人種や民族間のヘイトが広がると社会調和や秩序を
乱すことを招く。さらに、情報漏洩、コンピュータウィルス、サイバー犯罪などの
情報セキュリティ問題も発生している。このように、情報化の出発点は善であって
も悪用は避けられない。結局、情報化が進めば進むほど、個人の「自由の拡大」と
「危機の増大」を同時進行するようになる。
　いまや情報は情報を生み出すことができるようになっている。これは AI が情報
から情報を自動生成することでもある。例えば、自宅でネットに接続したテレビを
つければ、これまでの視聴履歴をもとに「おすすめの番組」のような情報は、AI
の機械学習によって作られ、視聴者に自動送信される。また、インターネットを通
じて買い物すれば、それに関連する複数のリコメンド情報が画面上に自動表示され
る。そして、情報の自動生成は複雑なことに対してもできる。車の移動状況（数量
と方向）を道路交通情報として自動収集して、コンピュータの高度処理によってこ
れから発生しうる交通渋滞を予測し、その予測情報をドライバーに伝えれば、渋滞
発生を回避することができる。このように、AI は情報から情報を生成し、情報化
を推進できるようになっている。AI は情報化の主役になると、人間が情報に支配
される社会になるおそれがある。
　情報化は人類社会を進化させる力である。進化が止まらなければ情報化も止まら
ない。情報をつくり出すことによって、環境→認識→情報→行動のつながりを確立
することは「情報化の原理」である。このような情報化の横方向の集約と縦方向の
蓄積によって、社会のために頭脳・神経系を構築し、共有知と集合意識を形成する
ことは「情報化の仕組み」である。しかし、情報化には副作用やリスクもある。こ
の副作用やリスクの構造を明らかにすることを通じて、人類にとって最適な情報化
の推進方法を究めることは今後の課題である。
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